
両生類 

オオヒキガエル （Bufo marinus） 

ヘリグロヒキガエル （B. melanostictus）  

キューバズツキガエル （Osteopilus septentrionalis） 

コーキコヤスガエル （E. coqui） 

ジョンストンコヤスガエル （E. johnstonei） 

オンシツガエル （E. planirostris）  

アジアジムグリガエル （K. pulchra） 

ウシガエル （Rana catesbeiana） 

シロアゴガエル （Polypedates leucomystax） 
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形態的特徴

大型のメスは頭胴長150mmに達するが、東南アジア産のものは50～60mmのものが多い。ヒキガエル科の他の種と同様、
ずんぐりした体型をして、頭部後方の耳腺、粗面の皮膚、短い後肢などをそなえる。鼓膜は明瞭で、繁殖期のオスは喉が

オレンジ色になる。本種の特徴として、眼の周囲から吻端、上唇が黒い隆条で縁取られ、背面のイボの先端も黒く着色す

る。和名及び英名はこの特徴を示している。

ヘリグロヒキガエル

学名：Bufo melanostictus
英名：Black-spined toad
原産地と分布：中国南部、台湾からアジア熱帯域（東南アジア、

南アジア）に広く分布

分類：カエル目ヒキガエル科ヒキガエル属

未判定外来生物：ヒキガエル属の全種（特定外

来生物と在来種を除く）

種類名証明書添付生物：ヒキガエル属の全種

（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：ヘリグロヒキガエルは、東南アジアや中国南部から輸入される観葉植物に混入するケースがしばしば見られ

る。よって税関において注意すべき種であり、今後、混入による南日本への侵入・定着を警戒する必要がある。

眼の周囲から吻端、上唇が
黒い隆条で縁取られる

ミヤコヒキガエル
（在来種）

体表のイボの先も黒い

アズマヒキガエル
（在来種）

全ての写真提供：自然環境研究センター

日本産のヒキガエルには、眼の周囲から吻端に至る黒い縁取りがない。
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形態的特徴：小型のカエルで、成熟個体の頭胴長は雄で1.7〜2.5 cm前後、雌で1.7〜3.5 cm前後。背側皮膚は滑らかな
いし、わずかな顆粒状突起がある。背面の地色は灰色がかった淡黄褐色から褐色で、通常逆V字型の暗色の斑紋が１
つか２つある他、しばしば背中線上に細い線か太い一対の縦条がある。虹彩は背側が金色で、腹側が褐色。指先に吸盤

がある。

ジョンストンコヤスガエル

学名：Eleutherodactylus johnstonei
英名：Johnstone's whistling frog, Lesser Antilles coqui
原産地と分布：レッサーアンティル諸島に広く分布する。バミューダ、

ブラジル、コロンビア、コスタリカ、ジャマイカ、パナマ、トリニダード・ト

バゴ、ベネズエラなどに外来種として定着している。

分類：カエル目ユビナガガエル科コヤスガエル属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：コヤスガエル属の全

種（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：オタマジャクシの期間を持たず、湿った陸上に産卵して、小さなカエルが孵化してくる。おそらく、これまでに輸

入されたことはないが、レッサーアンティル諸島からの観葉植物などに混入するおそれがある。

四肢の指先には吸盤があり、
後足のみずかきは発達しない

写真： ©2011 Todd Pierson 
http://calphotos.berkeley.edu/cgi/img_query?enlarge=0000+0000+0311+3070

目立つ線のない個体 不明瞭な逆V字型の模様



形態的特徴：非常に小型のカエルで、頭胴長は1～3cm程度。背面の地色は赤色ないしオレンジ色がかった褐色で、明色
の縦条を持つ個体や、明色・暗色のまだら模様のある個体がいる。両眼の間に黒っぽい線があり、その前方は明色であ

る。虹彩は赤味が強い。指先に吸盤があり，吸盤や指の関節付近には小突起が目立つ。後足のみずかきは発達しない。

オンシツガエル

学名：Eleutherodactylus planirostris
英名：Greenhouse frog
原産地と分布：キューバを中心として、バハマ、ケイマン諸島、ター

クス・カイコス諸島に分布。外来種としてハワイ等に定着している。

分類：カエル目ユビナガガエル科コヤスガエル属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：コヤスガエル属の全

種（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：オタマジャクシの期間を持たず、湿った陸上に産卵して、小さなカエルが孵化してくる。このため、温室の中で

増殖しうる。ハワイやキューバからの観葉植物などに混入するおそれがある。

両眼の間に黒っぽい線があり、
その前方は明色である。

四肢の指先には吸盤があり、
後足のみずかきは発達しない

写真： ©2010 Matthew Niemiller
http://calphotos.berkeley.edu/cgi/img_query?enlarge=0000+0000+0110+3604

写真： ©2010 Todd Pierson 
http://calphotos.berkeley.edu/cgi/img_query?enlarge=0000+0000+1210+2053

背面の左右に明色の
縦条を持つ個体

まだら模様の個体



形態的特徴：頭胴長5.4～7.5cm。メスの方がやや大きい。頭部も目も小さく、鼻先は丸い。ずんぐりした体型で皮膚は概
ね平滑、後肢は短くて貧弱である。四肢の指に小さい吸盤がある。背面の黒褐色と淡褐色（または淡橙色）の帯模様が

目立つ。背面の色は淡褐色、橙褐色などさまざまである。

アジアジムグリガエル

学名：Kaloula pulchra
英名：Banded Bullfrog
原産地と分布：中国南部からアジア熱帯域に広く分布。台湾北部に

持ち込まれて定着している。

分類：カエル目ジムグリガエル科ジムグリガエル属

未判定外来生物：なし

種類名証明書添付生物：アジアジムグリ

ガエル（ただし幼生についてはカエル目全種）

特記事項 ：アジアジムグリガエルは、東南アジアなどから輸入される観葉植物に混入するケースがしばしば見られる。

よって税関において注意すべき種であり、今後、混入による南日本への侵入・定着を警戒する必要がある。

ヒメアマガエル（在来種）

背面から見たところ

灰色っぽい個体

ずんぐりした体型で鼻先が丸い。
背面に独特な模様がある。

在来種のヒメアマガエルは本種にやや似ているが、

ヒメアマガエルの方がはるかに小型で頭部が小さ

く、指先に吸盤がない。

奄美以南の森林や水田では普通に見られる。

全ての写真提供：自然環境研究センター
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